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理学部 物理学科 ⼭本 茉由 

⽬的 

隕⽯は今や構造成分やどのような構

造であるかが知れ渡っている。その

うえでどのような構造をしているか

観察したいため。 

試料と⽅法 

 試料は隕⽯を蒸着したフィルムを

使⽤し、⾛査型電⼦顕微鏡(SEM)で

観察した。また、EDS を⽤いた元素

分析を⾏った。 

結果 

図 1 が隕⽯の⼀部の画像である。 

 

 

図 1.隕⽯の SEM 画像 

また、EDS を⽤いた元素分析を⾏

った。 

 

 

 

 

図 2.EDS による元素分析の結果 

スペクトルの⽐較（下図） 
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考察 

Spot1 では Dy などの原⼦番号の⼤

きい元素が多く含有しているところ

である。spot2 は Mn の含有率が⾼

い。spot3 では圧倒的に鉄の含有率

が⼤きい。このことから、隕⽯の主

成分は鉄とそのほかの元素が化合し

たものであるといえる。 
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